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　高鍋農業高校舞鶴牧場に、新しく肥育牛舎が完成しました。これまでの子牛の生産を中心とした繁殖経営の実習か

ら、生産した子牛を肥育して牛肉を生産するまでの一貫経営の実習へと学習内容を広げていきます。４月21日には、実

習の安全を祈願するとともに、今後の学習への動機付けを図ることを目的に竣工式を執り行いました。

　新牛舎は、牛衡計による生育管理、細霧装置による衛生・暑熱対策、超音波画像による肉質診断やリモート管理シス

テムによるスマート畜産など、次世代の畜産経営に対応した施設となっています。

　同校では、県外から生徒を募る「全国枠」が2022年度の入学試験から導入されます。県外の生徒も一緒に取り組みな

がら、全国的に和牛が盛んな本県の特色を生かし、本県畜産を支える優秀な人材の育成に取り組んでいきます。

　昨年10月、帰宅困難になった認知症の高齢男性の安

全を確保したとして、町は３月25日に高鍋西中学校２

年（当時）の泥谷歩夢さんに感謝状を贈りました。

　泥谷さんは、帰宅途中に車道にいる男性を発見しま

した。小学生の頃に認知症サポーター養成講座を受け

た経験を生かし「危ないので歩道に行きましょう」と

優しく声を掛け、安全な場所に誘導しました。周囲の

大人に男性を引き渡したところ、男性は警察に無事保

護され、家族のもとへ帰ることができました。

　同校での贈呈式で泥谷さんは「大きな事故につなが

らなくて良かった」と話されました。

　高鍋西小学校５年生85人は、認知症への理解と関心

を高めるためにオリジナルの新聞作りに取り組み、３

月25日には５年３組で発表会を行いました。　

　総合的な学習の一環で、児童たちは２月から本やビ

デオなどを活用し、認知症の症状などを調査。調べた

内容を１人ずつ紙面に分かりやすくまとめ、発表しま

した。

　児童たちに対して認知症サポーター養成講座を行っ

た町の認知症地域支援推進員の図師いくみさんは「勉

強したことを生かしてサポートし合える町を目指して

ほしい」と応援の言葉を贈りました。

　妊娠中から出産後も、子育てのことを相談できるサポートルームがコンフォール健康センター（高鍋町

健康づくりセンター）内にできました。保健師や助産師、管理栄養士が相談をお受けします。 

日　時：月～金曜日（祝日・年末年始を除く）　午前９時～午後５時

場　所：コンフォール健康センター

電　話：23-2323

▲西小学校での取り組みの様子。個人で新聞を作り、完成後
に発表し合った。
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　児童福祉分野で功績のあった個人・団体をたたえる「石井
十次賞」に、児童養護施設などを運営する社会福祉法人・鳥
取こども学園（鳥取市、藤野興一理事長）が選ばれ、４月14
日に行われた第30回石井十次賞贈呈式で同賞が贈られまし
た。同学園は全国に先駆けて脱施設化や里親養護促進、小舎
制への移行を行うなど、多様な取り組みが評価されました。
　また、同日開催された第39回石井十次生誕記念式典では、
生徒会活動やスポーツなどで周囲に感動や勇気を与える活動
をした町内の小中高生に対し、第６回目となる「なわのおび
賞」も贈られました。記事の中では昨年度の学校・学年で表
記しています。
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◆お問い合わせ：地域政策課　総合政策係　☎0983-26-2018

Vol.6 ～高鍋に来て２年目になりました！～
日記
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ひろせ みつこ
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※「広報たかなべ」は２ヶ月に１回、奇数月に発行して
います。町ホームページでもご覧になれます。

毎日、幼稚園がん
ばってます。ねぇね、
にぃにと兄弟仲良く
成長してね。

おじいちゃんおばあ
ちゃん、大好き！ 

ニコニコ笑顔でいっ
ぱい食べるりあちゃ
ん。
お姉ちゃんとずっと
仲良しでいてね。
これからも成長楽し
みにしてるよ♪

これからもすくすく
育ってね！

可愛い笑顔にメロメ
ロ♪
この笑顔が家族み
んなの幸せです。
これからもずっとニ
コニコりんちゃんで
いてね

お姉ちゃん２人から
いつも可愛がっても
らってるいっくん。
いっくんもお姉ちゃ
んたちが大好きです。
いつまでも姉弟で仲
良くしてね！

お兄ちゃん、お姉
ちゃんにたくさん可
愛がってもらい、す
くすく元気に育って
ね！！

【令和３年３月号の記事の訂正について】

　３月19日発行の広報たかなべ（No.429）12ページの記

事について、文章中の「童門冬二さん」が「堂門冬二さ

ん」と誤って記載されていました。お詫びして訂正させ

ていただきます。

【今月の表紙】
　2020年１月に九州オルレのコースに認定された「宮
崎・小丸川コース」は、この地域に伝わる百済王族伝説
にゆかりのある木城町の比木神社をスタートし、木城
町・高鍋町のさまざまな見どころを経て、高鍋町の鴫野
浜をゴールとするルートです。　
　コースの見どころの１つである高鍋大師で、今回の表
紙を撮影しました。
　なかなか遠出のできない状況ですが、感染症対策の
下、「宮崎・小丸川コース」を巡ってリフレッシュする
のはいかがでしょうか。


